
(1)　第　64　号

存
じ
ま
す
。
昨
年
末
に
は
、
臨
時

支
部
長
会
議
を
開
催
い
た
だ
き
、

そ
の
ご
承
認
を
賜
り
ま
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◆

　
こ
れ
ま
で
、
同
窓
会
に
よ
る
記

念
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
見
事
に

結
実
し
て
、
滔
々
た
る
大
河
の
如

く
、
未
来
に
向
か
っ
て
発
展
を
続

け
る
母
校
に
輝
か
し
い
歴
史
を
刻

ん
で
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
諸
事

業
の
達
成
は
、
平
素
潜
在
し
て
い

る
会
員
一
人
ひ
と
り
の
母
校
へ
の

矜
持
と
、「
魂
の
ふ
る
さ
と
」
へ

の
強
い
思
い
の
結
晶
で
あ
り
、
そ

の
心
情
に
は
、
改
め
て
感
銘
を
深

く
し
て
い
る
者
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
本
年
は
、
ま
さ
に
そ
の
機
が

熟
し
た
時
で
あ
り
ま
す
。
県
下
初

の
公
立
一
貫
校
に
入
学
し
た
附
属

中
学
生
80
名
が
、
全
員
揃
っ
て
高

等
学
校
に
進
学
し
た
記
念
す
べ
き

年
度
で
も
あ
り
、
７
年
後
の
「
創

　
平
成
28
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

し
き
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
は
母
校
の
た
め
に
格
別

な
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
創
立
以
来
長
年
の
懸
案

と
な
っ
て
い
る
同
窓
会
館
の
建
設

に
つ
い
て
、
平
成
25
年
の
創
立
90

周
年
記
念
事
業
に
お
い
て
は
「
状

況
が
整
い
次
第
、
建
設
に
着
手
す

る
こ
と
」
と
し
て
お
り
ま
す
と
こ

ろ
で
す
が
、
格
別
な
ご
配
慮
を
い

た
だ
い
て
い
る
地
主
様
の
ご
意
向

を
踏
ま
え
、
附
属
中
学
校
に
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
運
動
広
場

の
造
成
に
長
野
県
が
着
手
し
た

時
、
と
思
料
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
塩
野
校
長
先
生
、
大
内

事
務
長
様
、
長
野
県
当
局
の
格
別

な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
多
目
的
運

動
広
場
（
註
１
）
と
し
て
完
成
い

た
し
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
い
よ
い

よ
会
館
の
建
設
に
着
手
し
た
い
と

平　成　28　年　３　月　１　日

名
誉
博
士
、
高
校
第

１
回
）
の
、
千
曲
市

で
は
初
と
な
る
「
千

曲
市
名
誉
市
民
」
顕

彰
式
典
が
、
平
成
27

年
10
月
31
日
（
土
）

千
曲
市
創
造
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

瀬
在
博
士
は
、
奥
様

喜
代
江
様
と
共
に
岡

田
昭
雄
市
長
か
ら
顕

彰
盾
を
授
与
さ
れ
た

あ
と
、
満
員
の
聴
衆

を
ま
え
に
「
医
学
と

医
療
―

私
の
歩
ん
だ

道
」
と
題
し
て
講
演
を
さ

れ
た
。

　
こ
の
中
で
先
生
は
、
フ

ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学
生
と
し

て
の
研
修
時
代
以
来
の
卓

越
さ
れ
た
幾
多
の
ご
功
績

に
つ
い
て
披
瀝
さ
れ
た
。

　
同
窓
会
に
よ
る

　
祝
賀
会
を
開
催

　
翌
11
月
1
日
（
日
）
に

は
、
同
窓
会
主
催
の
「
瀬

「鳩の会」（教育関係基金）ご芳志御礼
在
博
士
名
誉
市
民
祝
賀

会
」
が
上
山
田
ホ
テ
ル
に

て
開
催
さ
れ
た
。
宮
﨑
和

順
名
誉
会
長
、
竹
内
長
生

前
副
会
長
、
横
川
正
秀
前

事
務
局
長
ほ
か
、
旧
・
現

役
員
ら
12
名
が
出
席
し

て
、
先
生
の
偉
業
を
讃
え

る
と
と
も
に
、
同
窓
会
と

し
て
も
「
名
誉
会
員
」
の

称
号
を
ご
受
諾
い
た
だ
い

た
こ
と
に
、
謝
意
を
申
し

上
げ
た
。

　
母
校
を
訪
問
、

　
講
演
さ
れ
る

　
11
月
２
日
（
月
）
に

は
、
母
校
を
訪
問
し
て
全

校
生
徒
に
ご
講
演
を
い
た

だ
い
た
。講
演
を
聴
い
て
、

２
年
生
の
伊
藤
史
也
君

は
「
私
も
医
師
に
な
る
目

標
を
持
っ
て
い
る
が
、
瀬

在
先
生
の
よ
う
な
偉
大
な

先
輩
が
い
る
こ
と
に
驚
い

た
。」（『
千
曲
市
報
12
月

号
』）
と
語
っ
た
。

　
平
成
27
年
12
月
６
日
、
臨
時
支

部
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
30
支
部

中
26
の
支
部
長
（
出
席
率
87
％
）

が
出
席
に
な
り
、
同
窓
会
館
建
設

に
む
け
て
熱
心
に
ご
協
議
い
た
だ

い
た
。

　
建
設
計
画
の
概
要

　
会
館
の
利
用
目
的
は
、事
務
局
・

会
議
室
を
は
じ
め
、
同
窓
生
の
親

睦
の
場
と
し
て
、
ま
た
在
校
生
の

学
習
室
等
に
も
共
用
で
き
る
も
の

と
す
る
。
ま
た
、
結
婚
相
談
・
法

律
相
談
等
、
地
域
に
開
か
れ
た
活

用
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
す
る
。
規
模

と
し
て
は
、総
床
面
積
（
２
階
建
）

で
90
坪
（
２
９
６
㎡
）、
建
設
費

用
と
し
て
は
約
８
，
０
０
０
万
円

を
見
込
む
。

　
募
金
計
画
に
つ
い
て

　
目
標
額
は
、
創
立
百
周
年
事
業

準
備
基
金
（
１
，
３
０
０
万
円
）

を
含
め
て
、１
億
円
規
模
。
ま
た
、

募
金
期
間
は
、
平
成
28
年
末
ま
で

と
し
、
そ
の
方
法
は
、
郵
便
局
・

銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
で
の
振
込
を
基

本
と
す
る
が
、各
支
部
長
の
意
向
・

裁
量
を
ふ
ま
え
て
奉
加
帳
等
も
併

用
で
き
る
。

　
地
権
者
と
借
地
権

　
設
定
契
約
に
調
印

　
会
館
の
予
定
地
を
ご
提
供
い
た

だ
く
地
権
者
（
神
尾
房
子
氏
）
と

借
主
（
同
窓
会
）
と
の
普
通
借
地

権
設
定
契
約
が
、
去
る
１
月
30
日

（
土
）
神
尾
敦
男
氏
と
同
窓
会
長

と
の
間
で
、
建
設
委
員
（
赤
地
・

吉
川
・
柳
澤
・
林
）
の
立
合
い
の

許
、
調
印
さ
れ
た
。
地
積
は

３
８
１
㎡
、
建
築
面
積
は
１
８
１

㎡
、契
約
期
間
は
30
年
間
で
あ
る
。

　
心
臓
外
科
医
と
し

て
、
心
筋
梗
塞
症
の

バ
イ
パ
ス
手
術
を
わ

が
国
で
最
初
に
成
功

さ
れ
る
な
ど
、
国
際

的
な
業
績
を
あ
げ
ら

れ
た
瀬
在
幸
安
博
士

（
日
本
人
工
臓
器
学

会
名
誉
会
長
・
日
大

第
10
代
総
長
・
米
エ

リ
ザ
ベ
ス
タ
ウ
ン
大

同窓会館完成予想模型
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屋
代
高
に
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
が
誕
生
し
ま
す

　
　
　
・
・
・
　
ま
ず
は
多
目
的
運
動
広
場
が
完
成

教
育
者
と
し
て
の
長
谷
川
五
作
先
生
（
そ
の
二
）

会
長
　
　

赤
　
地
　
憲
　
一
（
高
17
回
）　

験
は
厳
し
く
指
導
さ
れ
た
が
、
そ

の
あ
と
は
各
自
の
興
味
関
心
に
任

せ
て
く
れ
、
リ
ベ
ラ
ル
な
雰
囲
気

だ
っ
た
。」

　
ま
た
、
海
沼
寛
夫
氏
（
中
学
20

回
・
西
条
）
か
ら
は
、
昨
秋
ご
書

面
を
賜
り
、
そ
こ
に
は
長
谷
川
先

生
へ
の
尊
敬
と
敬
慕
の
念
が
便
箋

３
枚
に
綴
ら
れ
、
そ
の
感
動
は
心

に
残
り
ま
す
。
紙
面
の
都
合
で
次

回
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◆

　

高
校
卒
業
生
に
贈
る
、
長
谷
川

　

五
作
先
生
の
遺
伝
学
的
資
質
論

　
長
谷
川
五
作
先
生
の
以
下
の

教
育
論
（
註
２
）
は
、
ち
ょ
う
ど

１
０
０
年
前
に
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
見
事
な
遺
伝

学
的
教
育
論
を
他
に
知
ら
な
い
。

卒
業
を
迎
え
た
諸
君
に
捧
げ
た
い
。

　「
良
い
遺
伝
的
能
力
を
享
け
ぬ

が
最
後
、
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来

ぬ
よ
う
に
悲
観
す
る
者
も
あ
る
様

で
あ
る
が
、
之
は
ま
こ
と
に
つ
ま

ら
な
い
考
え
で
あ
る
。
吾
々
の
能

力
は
遺
伝
で
決
ま
っ
て
限
ら
れ
て

居
る
と
い
う
べ
き
だ
が
、
併
し
発

達
し
得
る
べ
き
可
能
の
範
囲
が
極

め
て
広
い
こ
と
も
考
え
ね
ば
な
ら

立
100
周
年
記
念
事
業
」
へ
の
準
備

基
金
と
併
せ
て
、
倍
旧
の
ご
支
援

を
賜
り
た
く
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◆

　「
会
報
鳩
63
号
」
に
お
い
て
、

瀬
在
幸
安
博
士
の
長
谷
川
五
作
に

つ
い
て
の
懐
旧
談
か
ら
、「
教
育

者
と
し
て
の
長
谷
川
先
生
」
に
つ

い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

と
こ
ろ
、
先
輩
諸
氏
か
ら
「
長
谷

川
五
作
先
生
」
像
を
お
伺
い
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、

原
利
夫
氏
（
高
校
６
回
・
倉
科
）

か
ら
は
、
先
生
の
授
業
に
つ
い
て

「
モ
ロ
コ
シ
の
掛
け
合
わ
せ
実
験

な
ど
、
授
業
が
と
に
か
く
楽
し
か

っ
た
。
土
口
に
在
住
の
飯
島
誠
君

や
雨
宮
の
前
山
公
一
君
（
故
人
）

は
、
徒
歩
で
来
る
の
で
、
ほ
と
ん

ど
毎
日
遅
刻
を
し
た
が
、
長
谷
川

先
生
の
授
業
の
時
は
、
始
業
前
に

教
室
に
入
っ
て
待
っ
て
い
た
。
実

臨
時
支
部
長
会
議
を
開
催

The People of The Year（「Ｈ27年度活躍した人」）に９氏ら

瀬在幸安 高校１回

中村浩志 高校17回

初代千曲市名誉市民に選ばれ、顕彰式典が平成27年
10月31日に挙行された。母校でも11月２日に講演。

「真田丸」に出てくる初代松代藩主真田信之の忠臣・
鈴木右近から13代目の当主。

雷鳥研究の世界的権威。平成27年９月、財団法人
「中村浩志国際鳥類研究所」を立ち上げる。
同年11月21日の朝日新聞「フロントランナー」面を飾る。

お名前 卒業回期 現在の職業等 業　績　等

日大第十代総長、日本
人工臓器学会名誉会長

在校生２年３組　小島良太 スピードスケートで、県大会500ｍ、1000ｍで二冠。
インターハイでも1000ｍで６位、国体で３位入賞。

信州大学名誉教授

「信州サイエンスコンテスト」で県優勝。
３月1９日からの「科学の甲子園」に出場。

県庁産業労働部
人材育成課長

鈴木英昭 高校33回

舟山　幸 高校33回 「第12回屋高フォーラム」にて子宮頸癌について講演。至誠会病院産婦人科医長

伊東亮一 高校39回 第12回長野県建築文化賞の最優秀賞受賞。
同窓会館の設計担当者。

伊東亮一建築設計事務所

中村　毅 高校61回 東京大学大学院の修士論文「出芽酵母前胞子膜形成に
おけるＰ14ＰおよびＰ４－ｋｉｎａｓｅＳｔｔ４の役割に関
する研究」が、優秀論文に贈られる「農学生命科学研
究科長賞」を受賞。

東京大学大学院・生命科学
研究科・博士課程　１年生

宮澤有紀 高校61回 陸上女子100ｍで学生日本一（11秒60）。
日本選手権でも２位。昨年は「コンティネンタル大会
代表メンバー入り」で受賞。

富山大学医学部５年生

在校生１年４組　青木祐人ら６名

会館建設案、募金案を承認会館建設案、募金案を承認会館建設案、募金案を承認

　

新
刊
・
既
刊
ご
紹
介
（
新
設
）

山
寺
邦
道
（
高
15
回
）

　『
死
生
観
』（
パ
レ
ー
ド
社
）

　
海
上
自
衛
隊
出
身
の
筆
者
が
、
愛
妻
を
亡
く
し
た

こ
と
か
ら
僧
界
に
入
り
、
永
遠
の
課
題
で
あ
る
「
死
」

に
対
し
て
、
宗
教
的
、
哲
学
的
等
様
々
な
視
点
か
ら

死
生
観
を
概
観
し
考
察
を
加
え
る
力
作
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
赤
地
憲
一
・
会
長
）

德
武
正
人(

高
７
回)

　『
繊
維
の
歴
史
と
よ
も
や
ま
話
』(

ブ
ッ
ク
コ
ム)

　
日
本
の
産
業
近
代
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

繊
維
産
業
。
そ
の
歴
史
の
面
白
さ
を
、
著
者
の
豊
富

な
経
験
を
も
と
に
興
味
深
い
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
て
紹
介
し
た
一
冊
。
　(

吉
川
正
徳
・
副
会
長)

　

平
成
二
十
八
年
度
定
期
総
会

◎
月
日
　
　
平
成
28
年
５
月
28
日
（
土
）

◎
時
間
　
　
総
　
会

　

16

：

00
〜

◎
会
場
　
　
篠
ノ
井
サ
ト
ウ
会
館

飯島勇三

宮坂博敏

片山　久

矢島忠和

宇野　忠

近藤成敏

水澤雄也

荒川好玄

宮下　識

井本昌邦

柳澤昭雄

南澤暁幸

宮本泰治

細井隆輝

増田良吉

滝沢勝人

田中勇雄

高澤通泰

長岡繁人

若林　忠

浦澤規裕

松澤修二

松木孝一

小林　武

赤地憲一

小林智秋

村松友春

吉田富子

中村　勇

伊藤博光

太田文久

岡村和勇

小河原洋章

栗林秀夫

高山吉富

徳嵩芳夫

野池滋美

畑　彰義

船木孝美

渡辺一成

中村重一

南嶋俊三

石川佳一

杉浦一弥

鴇沢　学

柳澤正一

太田一雄

西沢　宏

吉川正徳

伊藤和好

北島祥至

清水威彦

徳永次男

南澤道友

宮原一治

宮本正之

村田　博

安川幸廣

柴田幸一

竹内満喜男

鴇澤秀夫

半田志郎

浅井　淳

小泉　裕

塩入正章

田澤　敏

柳澤修嗣

山口妙子

三浦俊幸

新井勝一

池田賢二

新津知可子

小平康至

小林敏一

富田隆宏

中11
中18-5
中21
中22
高 2
高 2
高 2
高 3
高 3
高 4
高 4
高 5
高 5
高 6
高 6
高 7
高 7
高 8
高 8
高 9
高10
高10
高14
高16
高17

高17
高17
高17
高18
高19
高19
高19
高19
高19
高19
高19
高19
高19
高19
高19
高20
高21
高21
高21
高21
高21
高22
高22
高22
高25

高25
高25
高25
高25
高25
高25
高25
高25
高26
高26
高26
高26
高27
高28
高28
高28
高28
高28
高28
高29
高29
高29
高29
高29
高29

卒業回期 氏　　名氏　　名 卒業回期 氏　　名 卒業回期 氏　　名 卒業回期

野池隆幸

市川能人

伊藤才子

三枝　是

相澤勇蔵

赤井智志

飯島由美

中澤勇一

轟　道弘

大西禎彦

山﨑秀己

宮澤康一

織　英子

小野浩司

山崎典久

倉崎哲矢

大森恵美

赤地陽子

丸山みちる

赤地佳代子

赤地健太郎

児玉岳人

高29
高30
高31
高31
高33
高33
高33
高33
高35
高36
高36
高37
高42
高45
高46
高46
高48
高49
高50
高51
高54
高54

　瀬在幸安博士「初代名誉市民」
　　　　　　　　　　顕彰式典が開催される

ぬ
か
ら
で
あ
る
。
吾
ら
は

寧
ろ
、
幼
年
時
代
の
楽
観

に
か
え
り
、
世
の
中
の
ど

ん
な
大
き
な
仕
事
で
も
出

来
る
と
い
う
雄
大
な
考
え

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
機
会
・
遺
伝
・
境
遇

等
は
、
吾
々
の
前
途
を
制

限
す
る
事
実
で
あ
る
が
、

其
の
制
限
は
人
々
が
思
う

よ
う
な
狭
い
も
の
で
は
な

い
。
絶
対
限
度
の
半
ば
に

も
達
し
得
な
い
で
殆
ど
の

者
は
終
え
る
で
あ
ろ
う
。」

　（
註
１
）

　（
註
２
）
屋
代
高
同
窓

会
編
（
昭
和
43
年
）『
長

谷
川
五
作
先
生
著
作
選

集
』（「
生
物
と
遺
伝
」『
信

濃
教
育N

o.350

』
大
正
４

年
、
１
９
１
５
年
）

　

篤
志
寄
付
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

・
神
尾
房
子
様	

10
万
円

　（
会
館
予
定
地
権
者
・
会
館
建
設
指
定
）

・「
鳩
の
会
」
会
員
97
名
様（
別
掲
）	

115
万
円

・
千
曲
鳩
会
ゴ
ル
フ
会
様	

10
万
円

・
野
澤
昭
雄
（
高
５
回
）
様	

１
万
円

・
卒
寿（
中
16
回
以
上
）ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
様	

１
万
円

・
高
12
回
鳩
ゴ
ル
フ
同
好
会
様	

３
万
円

・
高
34
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
様	

10
万
円

・
高
36
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
様	

12
万
円

・
高
45
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
様	

13
万
円

・
高
54
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
様	

10
万
円

・
高
55
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
様	

10
万
円

（Ｈ.	27.	10	完成）

多目的運動広場

会館予定地

屋代高校・附属中
国道403　　　　至　雨宮



平　成　28　年　３　月　１　日

３
年
春
日
涼
太
郎
君
、
中
学
３
年

の
鎌
田
実
君
が
東
海
支
部
奨
励
賞

を
受
賞
。

　
さ
ら
に
「
第
63
回
長
野
県
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」（
ポ
ス
タ

ー
応
募
）「
中
学
生
の
部
」
で
、

滝
澤
舞
花
さ
ん
（
中
２
）
が
Ｎ
Ｂ

Ｓ
賞
、「
高
校
生
の
部
」
で
宮
澤

文
香
さ
ん
（
高
１
）
が
長
野
県
統

計
協
会
長
賞
、赤
井
志
帆
さ
ん（
高

１
）
が
佳
作
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

た
。（
滝
澤
さ
ん
、
赤
井
さ
ん
の

作
品
は
全
国
大
会
で
入
賞
）。

　
ま
た
、「
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ

フ
の
部
」で
は
高
橋
侑
希
さ
ん（
中

２
）
が
長
野
県
知
事
賞
を
受
賞
し

た
。
な
お
学
校
賞
優
秀
校
と
し
て

は
附
属
中
学
校
が
４
年
連
続
で
受

賞
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
ア
メ
リ
カ
研
修
実
施

　
　
　
　
　（
12
月
13
日
～
18
日
）

　
平
成
23
年
度
よ
り
屋
代
高
校
で

取
り
組
ん
で

い
る
国
際
性

育
成
プ
ロ
グ

ラ

ム

の

一

環
。
今
回
は

２
学
年
生
徒

８
名
、
引
率

教
諭
２
名
が

第　64　号　(2)

　
赤
地
憲
一
同
窓
会
長
様
は
じ
め

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
全

般
に
わ
た
り
ご
理
解
と
ご
支
援
を

た
ま
わ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
中
高
一
貫
四
期
生

八
十
名
が
入
学
し
、
一
期
生
は
高

一
に
な
り
ま
し
た
。
間
も
な
く
五

期
生
が
入
学
を
迎
え
ま
す
。昨
年
、

正
門
南
側
の
敷
地
を
同
窓
会
と
と

も
に
借
り
受
け
、
運
動
場
と
し
て

整
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
が
一
面
と

れ
る
運
動
場
で
す
が
、
多
目
的
に

活
用
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
普
通

科
・
理
数
科
・
一
貫
生
が
、
渾
然

一
体
と
な
り
う
ね
る
よ
う
な
活
力

み
な
ぎ
る
学
校
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
生
徒
た
ち
は
日
々
勉
学
に
班
活

動
に
生
徒
会
活
動
に
励
ん
で
お

り
、
そ
の
活
躍
は
目
を
見
張
る
も

の
ば
か
り
で
す
。

　
夏
は
弓
道
女
子
団
体
と
個
人
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
男
子
、
ギ
タ
ー
・

マ
ン
ド
リ
ン
班
が
全
国
大
会
に
駒

を
進
め
ま
し
た
。
弓
道
班
は
冬
の

全
国
選
抜
大
会
に
も
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。
文
化
系
の
活
躍
も

華
々
し
い
も
の
が
あ
り
、
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
二
作
品
が

全
国
入
賞
、「
科
学
の
甲
子
園
」

県
予
選
で
は
優
勝
し
三
月
の
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
平

成
三
十
年
長
野
県
で
開
催
さ
れ
る

文
化
系
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の
テ

ー
マ
に
二
年
生
松
宇
さ
ん
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。「
み
す
ず
か
る

信
濃
に
若
木
は
競
い
森
を
深
め
る

山や

脈ま

渡
る
風
に
種た

子ね

を
拡
げ
て
」。

今
後
様
々
な
場
で
目
に
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
屋
代
高
校
並
び
に
附
属
中
学
校

で
学
べ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
が
学
校
の
使

命
と
考
え
ま
す
。
普
通
科
、
理
数

科
、
一
貫
生
の
三
文
化
を
融
合
さ

せ
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
と
し
て
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
向
け
て
今
後
と
も
充
実
し
た

教
育
活
動
に
励
ん
で
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
春
二
百
七
十
九
名
の
卒
業

生
が
新
た
に
同
窓
会
の
仲
間
入
り

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
魂

の
故
郷
や
し
ろ
」
で
の
学
び
を
礎

に
、
日
本
で
世
界
で
活
躍
し
、
母

校
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
貢
献

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

　
結
び
に
屋
代
高
校
同
窓
会
の
更

な
る
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
し
た
。
目
的
地
は
米
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
市
及
び
ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
。

　
研
修
内
容
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
研
修
と
Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
修
。
こ
の

研
修
を
活
か
し
た
生
徒
達
の
今
後

の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　

運
動
班
関
係

小
島
良
太
君
（
２
年
３
組
）

県
総
体
ス
ケ
ー
ト
二
冠

国
体
３
位
入
賞

　
12
月
14
日
、
15
日
に
行
わ
れ
た

県
高
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
に
お
い

て
、
小
島
良
太
君
が
、
５
０
０
ｍ
、

１
０
０
０
ｍ
の
二
種
目
で
優
勝

し
、
短
距
離
二
冠
を
達
成
し
た
。

ス
ケ
ー
ト
で
の
こ
う
し
た
活
躍
は

本
校
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
特
筆

す
べ
き
快
挙
で
あ
る
。
小
島
君
は

岩
手
県
で
行
わ
れ
る
全
国
総
体
に

出
場
。
１
０
０
０
ｍ
は
全
国
で
６

位
に
入
賞
し
、
国
体
に
お
い
て
も

全
国
３
位
に
入
賞
し
た
。
同
じ
く

２
年
生
の
伊
藤
正
峻
君
も
全
国
総

体
に
出
場
し
た
。

弓
道
班
（
女
子
）
二
連
覇

　
県
新
人
戦
優
勝
！
全
国
大
会
へ

　
弓
道
班
女
子
（
団
体
）
は
今
年

も
去
年
に
引
き
続
い
て
優
勝
し
、

12
月
24
日
か
ら
栃
木
県
宇
都
宮
市

で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
に
駒
を
進

会　　　報　　　　　　　　 鳩

　

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

　

　
　
　
学
校
長

　

　
　
　
　
　
塩
　
野
　
英
　
雄

ズ
コ
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

全
国
総
文
祭
に
参
加
し
た
。
総
勢

百
名
を
越
え
る
合
唱
団
。
屋
代
高

校
合
唱
班
は
総
勢
五
名
。
普
段
の

練
習
・
発
表
と
は
全
く
ス
ケ
ー
ル

が
異
な
る
。
演
奏
会
場
の
琵
琶
湖

ホ
ー
ル
の
巨
大
さ
に
は
目
を
見
張

っ
た
。
こ
の
総
文
祭
に
参
加
し
た

こ
と
で
自
分
の
価
値
観
が
大
き
く

変
わ
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。

こ
の
体
験
を
今
後
の
活
動
に
活
か

し
て
い
け
た
ら
…
と
思
っ
て
い
る
。

弦
楽
班

　
　
　
２
年
１
組
　
島
田
怜
果

　
私
達
は
、
県
選
抜
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
し
て
参
加
し
た
。
学
校
で
は

限
り
の
あ
る
活
動
し
か
で
き
な
い

が
、
県
選
抜
で
は
大
人
数
で
の
演

奏
が
可
能
に
な
り
、
他
県
の
仲
間

と
の
交
流
の
中
で
、
普
段
と
は
違

う
緊
張
感
や
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
オ
ケ
を
通
し

て
、
他
県
の
高
校
生
と
の
演
奏
や

交
流
が
で
き
た
こ
と
は
勿
論
だ
が
、

何
よ
り
《
楽
し
め
た
》
こ
と
に
価

値
が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
経
験
を

今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

第
１
回
全
国
論
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
附
属
中
３
Ｂ
　
堀
内
早
紀
さ
ん

　
優
秀
賞
（
全
国
上
位
三
名
）
受
賞

　
全
国
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
（
Ｙ
―

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
主
催
。
中
学
生
・
高

校
生
対
象
）
で
中
学
部
三
年
の
堀

内
さ
ん
が
、
全
国
ベ
ス
ト
３
に
入

る
素
晴
ら
し
い
成
績
で
表
彰
さ
れ

た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
課
題
図

書「
学
ぶ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」

（
佐
々
木
毅
著
　
講
談
社
）
を
読

み
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
自
分
の
意

見
を
述
べ
る
と
い
う
も
の
。
学
ぶ

こ
と
に
対
す
る
直
截
的
で
思
惟
深

い
論
調
が
全
国
で
最
高
レ
ベ
ル
の

も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

※
佐
々
木
毅
氏
は
第
27
代
東
大
総
長

吹
奏
楽
班
（
金
管
八
重
奏
）

　
藤
森
章
音
楽
賞
受
賞

　
第
41
回
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
高
校
部
門
（
平
成
28
年
１

月
17
日
）
に
於
い
て
、
本
校
の
吹

奏
楽
班
は
、
金
管
八
重
奏
で
最
高

の
栄
誉
と
さ
れ
る
「
藤
森
章
音
楽

賞
」
を
受
賞
。
２
月
７
日
の
東
海

大
会
（
静
岡
県
）
に
県
代
表
と
し

て
出
場
し
た
。

め
た
。

　
な
お
、
北
信
越
大
会
で
は
利
根

川
聖
花
さ
ん
が
個
人
戦
で
１
位
と

な
っ
た
。

中
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
（
男
子
）

　
全
国
大
会
へ

　
県
中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
新
人

戦
で
、
本
校
の
中
学
部
（
男
子
）
が

上
位
二
チ
ー
ム
に
勝
ち
あ
が
り
、

読
売
新
聞
杯
争
奪
全
国
中
学
校
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
へ
の
出
場
権
を

手
に
し
、
東
京
で
の
大
会
（
12
月

25
日
〜
27
日
）
へ
駒
を
進
め
た
。

　

文
化
班
関
係

ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
班

　
優
秀
賞
・
二
十
年
連
続
出
場
賞

　
受
賞
　（
於
　
大
阪
府
吹
田
市
）

　
班
長
　
３
年
２
組
　
藤
沢
彩
音

　
私
達
は
、
７
月
27
日
、
28
日
に

開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
ギ
タ

ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
場
し
、
優
秀
賞
な
ら
び
に

二
十
年
連
続
出
場
賞
を
受
賞
し
た
。

今
年
度
は
優
秀
賞
の
み
な
ら
ず
審

査
員
の
先
生
方
か
ら
沢
山
の
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
班
員
全

員
が
嬉
し
涙
で
コ
ン
ク
ー
ル
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
係
の
皆

様
方
か
ら
沢
山
の
応
援
を
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
感
謝
に
堪
え
ま
せ

ん
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
報
告

新
聞
班
（
於
　
滋
賀
県
米
原
市
）

　
　
　
２
年
４
組
　
村
上
絵
理

　
新
聞
班
は
７
月
30
日
〜
８
月
１

日
に
開
催
さ
れ
た
新
聞
部
門
に
、

長
野
県
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。

　
私
達
の
グ
ル
ー
プ
は
安
土
城
周

辺
を
取
材
し
、
信
長
も
聞
い
た
と

思
わ
れ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音

色
に
触
れ
、
演
奏
者
に
も
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
き
た
。
そ
れ
を
仲
間
と

共
に
時
間
内
に
新
聞
に
結
実
さ
せ

得
た
時
の
達
成
感
は
大
き
か
っ
た
。

他
県
の
高
校
生
と
の
交
流
も
含
め
、

こ
の
体
験
は
極
め
て
貴
重
な
経
験

だ
っ
た
。
今
後
も
全
国
の
仲
間
た

ち
に
負
け
な
い
よ
う
、
よ
り
良
い

新
聞
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

合
唱
班

　
　
　
２
年
５
組
　
松
宇
星
果

　
私
達
合
唱
班
は
北
信
リ
ー
ダ
ー

高
１
生
「
科
学
の
甲
子
園
」
へ

理
系
部
門
で
め
ざ
ま
し
い
活
躍

　
平
成
二
十
七
年
度
の
理
系
部
門

で
の
生
徒
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
い

も
の
が
あ
っ
た
。「
第
５
回
信
州

サ
イ
エ
ン
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
は
高
校
１
年
生
（
６

人
）
が
並
み
居
る
各
校
の
上
級
生

チ
ー
ム
を
打
ち
破
っ
て
優
勝
し
、

三
月
の
全
国
大
会
（
全
国
科
学
の

甲
子
園
―
つ
く
ば
市
）
出
場
を
決

め
た
。「
全
国
高
等
学
校
化
学
グ

ラ
ン
プ
リ
２
０
１
５
」
で
は
高
校

平成27年度　運動班の記録　長野県高体連新人体育大会結果　県大会での成績
成　　　　績

陸　　　上

ハンドボール

剣　　　道

テ　ニ　ス

弓　　　道

空　手　道

男子

男子

女子

男子

男子

男子

女子

女子

男子

女子

女子

男子

８種競技４位

２位

２位

個人１位

個人２位

団体３位

個人ベスト８

団体ベスト８

団体３位

個人４位

団体１位

個人組手ベスト８

備　　　考

全国選抜大会北信越予選出場(２月)

全国選抜大会北信越予選出場(２月)

北信越大会１位

全国選抜大会出場(12月　宇都宮)

坂本敦士（１年）

近藤巧哉（１年）

柳澤凌馬（２年）

清水遥菜（１年）

利根川聖花（２年）

柏崎匡人（１年）

競　技

　
第
12
回
「
屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
９
月
26
日
（
土
）
午
後
１
時
よ

り
千
曲
市
あ
ん
ず
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
た
。
恒
例
の
吹
奏
楽
班
・

合
唱
班
に
よ
る
校
歌
斉
唱
に
始
ま

り
、
三
部
構
成
で
行
わ
れ
、
今
年

も
時
宜
に
適
う
国
際
感
覚
豊
か
な

講
演
と
芸
術
性
溢
れ
る
充
実
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
っ
た
。

①
講
演
Ⅰ
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う

子
宮
頸
癌
の
こ
と
」（
致
誠
会

第
二
病
院
産
婦
人
科
医
長
・
医

学
博
士
舟
山
幸
氏
―
屋
代
中
出

身
。
高
校
第
33
回
。
東
京
女
子

医
科
大
学
医
学
部
卒
。）

②
バ
イ
オ
リ
ン
と
ハ
ー
プ
の
演
奏

（
バ
イ
オ
リ
ン

：

外
山
陽
子
氏

―
高
校
第
38
回
。
ハ
ー
プ

：

丸

山
京
子
氏
―
屋
代
高
校
講
師
）

③
講
演
Ⅱ
「『
イ
ス
ラ
ム
国
』
が

現
代
に
突
き
つ
け
る
課
題
」（
元

シ
リ
ア
大
使
國
枝
昌
樹
氏
―
昭

和
45
年
一
橋
大
学
卒
業
後
外
務

省
入
省
。
１
９
９
０
年
の
イ
ラ

ク
大
使
館
日
本
人
２
４
０
余
名

人
質
事
件
で
解
放
交
渉
担
当
。

１
９
９
１
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
会

議
日
本
政
府
代
表
公
使
等
歴
任
）

第
12
回

屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム

生
徒
の
活
躍 國枝昌樹氏

舟山　幸氏

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
絶
滅
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た

こ
の
植
物
は
そ
の
後
、
中
国
の
学
者

が
四
川
省
萬
県
磨
刀
渓
で
生
存
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
、
世
界
を
驚
か

せ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
生
き
て
い
る

化
石
植
物
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
中
国
か
ら
日
本
に
送
ら
れ
て
き

た
種
子
を
原
博
士
は
昭
和
24
年
３

月
に
播
種
し
、
そ
れ
が
一
ヶ
月
程
し

て
発
芽
し
た
の
で
す
。
日
本
列
島
に

ざ
っ
と
百
万
年
ぶ
り
に
芽
生
え
た

第
一
号
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
―
そ
の

子
孫
が
母
校
の
玄
関
脇
に
あ
る
と

い
う
わ
け
で
す
。

　「
三
木
博
士
と
父
は
同
年
生
ま
れ

た
り
メ
タ
セ
コ
イ
ア
と
吾
が
名
も

同
年
」
―
メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
愛
さ

れ
た
昭
和
天
皇
と
三
木
博
士
、
そ

し
て
私
の
父
は
明
治
34
年
生
ま
れ
。

メ
タ
セ
コ
イ
ア
と
い
う
名
前
と
私

の
名
「
直
道
」
は
昭
和
16
年
生
ま

れ
で
す
。
メ
タ
セ
コ
イ
ア
は
優
し

い
葉
を
纏
い
な
が
ら
心
は
強
く
生

命
力
に
満
ち
、
容
姿
が
美
し
い
不

思
議
な
木
で
す
。

　
本
校
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
長
谷

川
五
作
先
生
は
生
物
学
、
遺
伝
学

の
研
究
で
著
名
な
方
で
す
が
、
同

窓
会
発
行
の
「
長
谷
川
五
作
先
生

著
作
集
」
の
中
で
遺
伝
学
の
篠
遠

嘉
人
博
士
が
「
長
谷
川
先
生
を
た

た
え
る
」
と
題
し
た
序
文
を
寄
せ

ら
れ
、
そ
こ
に
山
﨑
林
治
氏
及
び

大
田
繁
則
の
名
前
を
記
し
、「
二
人

が
書
い
た
文
に
よ
っ
て
信
州
が
、

日
本
の
遺
伝
学
の
あ
け
ぼ
の
に
、

な
ん
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
」
と
記
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
一
層
本

校
と
の
親
近
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
校
の
諸
先
生
方
と

在
校
生
及
び
各
分
野
で
ご
活
躍
の

先
輩
諸
氏
、
ま
た
後
輩
諸
氏
が
こ

の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
見
上
げ
る

時
、
こ
の
一
文
を
思
い
出
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
ま
た
、
メ
タ
セ
コ
イ
ア
が
こ

の
よ
う
に
元
気
に
育
つ
環
境
を
整

え
ら
れ
て
こ
ら
れ
た
皆
様
方
に
重

ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　(

平
成
27
年
10
月
吉
日
）

　
屋
代
高
校
正
面
玄
関
脇
に
聳
え

る
メ
タ
セ
コ
イ
ア
に
つ
い
て
、
本

紙
を
お
借
り
し
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
私
が
入
学
し
た
の
は

昭
和
31
年
４
月
で
す
。
こ
の
入
学

を
期
に
父
（
大
田
繁
則
）
は
、
自

宅
に
育
つ
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
枝
を

挿
し
木
し
た
二
年
生
の
苗
を
生
物

学
教
室
の
馬
場
順
一
先
生
（
私
の

恩
師
）
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
馬
場

先
生
は
そ
の
苗
を
中
庭
に
植
え
ま

し
た
が
、
十
数
年
後
に
私
が
母
校

を
訪
れ
た
時
に
は
本
館
生
物
教
室

の
南
に
移
植
さ
れ
て
す
く
す
く
と

育
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
現
在

の
位
置
で
す
。
樹
齢
は
今
年
で
61

年
に
な
り
ま
す
。

　
去
年
５
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た

高
校
十
一
回
生
の
同
窓
会
の
席
で

級
友
と
こ
の
件
を
語
り
合
う
こ
と

が
で
き
、
益
々
当
時
が
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
、
感
無
量
と
な
り
ペ

ン
を
執
っ
た
次
第
で
す
。

　
自
宅
に
こ
の
木
の
親
木
と
な
っ

た
も
の
が
東
京
大
学
理
学
部
の
原

寛
博
士
よ
り
送
ら
れ
て
き
た
の

は
、
昭
和
26
年
４
月
12
日
の
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
は
、
父
が
長
野
市

茶
臼
山
で
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
化
石

を
発
見
（
昭
和
25
年
９
月
）
し
た

こ
と
が
学
界
に
知
ら
れ
た
か
ら
で

す
。
二
本
送
ら
れ
て
き
た
も
の
の

一
本
は
自
宅
の
庭
に
植
え
ら
れ
、

も
う
一
本
は
須
坂
市
に
お
贈
り
し

ま
し
た
。
須
坂
市
は
原
博
士
の
ご

出
身
地
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
が
現
在
臥
竜
山
公
園
に
茂
っ

て
い
る
メ
タ
セ
コ
イ
ア
で
す
。

　
メ
タ
セ
コ
イ
ア
は
白
亜
紀
後
期
に

出
現
し
て
以
来
、
現
在
ま
で
約
一
億

年
間
、
ほ
と
ん
ど
形
態
的
に
変
化
せ

ず
、
種
分
化
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
進
化
を
せ
ず
に
生
き
て
き
た
の

で
す
。
古
生
物
学
者
三
木
茂
博
士
が

昭
和
16
年
に
発
表
し
た
「
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ

ｓ
ｅ
ｑ
ｕ
ｏ
ｉ
ａ
」
の
論
文
は
、
こ

の
植
物
が
化
石
と
し
て
し
か
知
ら
れ

メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
思
い
出

大

田

直

道
（
高
11
・
前
橋
市
在
住
）

特別寄稿




